
報 告 日 令和 ７年 12 月 15 日 (月） 報 告 者 吉武惇二

分科会名 古文書を読む会
開催テーマ：
・書き言葉日本語表記の始まり

・秘密の書「古事記」と覆されるか「日本書紀」

開催日時 令和 ７年 12 月 11 日（木）
午前 １０：００ ～ １２：００

開催場所 金沢区民センター AB会議室

参加人数 男性 8名 女性 3名 合計 11 名 （欠席者 3名）

先月までに「箱根浴湯記」がすべて完了したので、今月からはこれまでの査読方式を変更し、
真田講師が配布した資料に基づく講義形式となった。この学習方式の変更に合わせて、新たに２
名が参加することとなった。

講義の冒頭に当たって、真田講師より「素人が見た日本通史のあれこれ」、「日本の体制の確
立期と日本語の記録を残す時代の到来について」、「飛鳥むかしむかし」の 3種類の資料が配布
された。

今日のテーマは、書き言葉としての日本語が、どのようにして「純粋漢文」から「かな漢文」
に推移していったかであり、それを示す文献を示しながらの解説があった。

次回予定 令和 8年 1月 8日（木）１０：００～１２：００
場 所：金沢公会堂第２会議室
テーマ：「出雲王朝」は存在したか

：「法隆寺と夢殿の謎」


